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■ 患者負担相当額　■ 保険者負担相当額

ジェネリック医薬品に切り替えた方の人数

切り替えた場合の負担軽減額
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■ 男性　■ 女性 切替割合

切替人数

（円）

切替割合

ェネリック医薬品とは、新薬の特許期間を過ぎた
あと、新薬と同じ有効成分で作られた薬のことで

す。開発費が抑えられている分、新薬より安価で購入で
きます。
　国民健康保険に加入している方で、現在使用中のお薬
からジェネリック医薬品に切り替えた場合、500円以上
お薬代の負担が軽くなる方を対象に2月中に通知を送付
します。 （差額が500円未満の方には通知が届きません。）

ジ ■ジェネリック医薬品を希望される場合
　病院または薬局の窓口で、ジェネリック医薬品を希望
する旨をお話しください。通知が届かなかった方も、切
り替えることでお薬代が安くなる場合がありますので、
ぜひ医師または薬剤師にご相談ください。
　町内でも今年一年でジェネリック医薬品を利用してい
る方が増えてきています。（平成27年10月分で一人当
たり最大約800円お薬代の負担が軽くなりました。）

国民健康保険に加入している方へ
ジェネリック医薬品
差額通知書を送付します
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郷中学校吹奏楽部が、
11月7日に宮城県利府

町で開催された東北大会の成
績により、12月19日にさい
たまスーパーアリーナで開催
された第43回マーチングバ
ンド全国大会中学生の部（大
編成）に出場しました。結果
は、全国大会初出場にして全
力を出しきっての銀賞受賞。
美郷中学校の歴史に新たな１
ページを刻みました。　
　今回の演奏演技のテーマは、
「Ｃａｒｉｌｌｏｎ　ー鐘の音に魅せら
れてー」です。12月22日に
は、賞状とトロフィーを手に美郷中学校の藤澤昌校長、
神戸博先生、部長の下澤礼奈さん、副部長の亀谷真巳さ
ん、小澤夕璃さん、藤本里帆さんが町役場を訪れ結果報
告をしてくれました。全国大会では、これまでの練習の
成果を発揮し、聴衆の皆さんからたくさんの声援と拍手
をいただき、大きな感動を得ることができたとのことで
した。
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美郷中学校吹奏楽部 マーチングバンド全国大会出場

英語宿泊体験学習 in British Hills
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レッスンは満足する活動でしたか？
意欲的にレッスンに取り組むことができましたか？
コミュニケーション能力を高めることができましたか？

生徒アンケート調査より(大変満足＋おおむね満足の生徒の割合)　

郷中学校の２年生159名が、12月７日～９日の２
泊３日の日程で、福島県の天栄村にある｢British 

Hills（ブリティッシュ・ヒルズ）｣で英語の語学力研修
を目的とした宿泊体験学習を行いました。丘の頂の広大
な敷地に広がるこの施設は、映画に出てくる世界のよう
で、パスポートのいらない英国そのものでした。
　レッスン内容は、写真にあるようなキャンドル作りを
はじめ、お菓子（スコーン）作り、クリケット、クラフト、
ゲーム等がプログラミングされていて、バラエティーに
富んでいました。そうした活動を通じて、生徒たちは、
英国の文化に触れ、英語のコミュニケーション能力を磨
いていました。宿舎ももちろん英国風。部屋にテレビは
ありませんでした。そうした生活の中で、普段の自分た
ちの生活を見直し、積極的にコミュニケーションをとる
ことの大切さに気づくことができたのかも知れません。

　「文化が違っても、思いやりの心は、どこの国でも同
じだと思いました。文化や言語は違っても心はつながっ
ていると思いました。これからもいろんな人と関わって
いきたいと思いました。」こんな一節が生徒たちの感想
の中にありました。

　今年度初めての試みでしたが、充実した体験学習であっ
たことが、生徒たちのアンケート結果にも表れています。
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